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北海道

主に森林で発生しま
す。分布範囲は最も
広く、低地から標高
800m付近にまで及び
ます。低地では住宅地
の庭や公園でも発生し
ます。

低地の公園・住宅地か
ら低山地の森林で発生
します。発生地は扇状
地や支笏火砕流堆積物
の分布と重なり、特に
札幌東部の低山地に多
いです。定山渓には局
所的な発生地がありま
す。

発生地は少なく、主に
低山地の広葉樹林で発
生します。札幌東部の
低山地からは見つかっ
ていません。

主に低山地から標高
800m以下の山地の森
林で発生します。市街
地でも鳴き声が確認さ
れましたが、抜け殻は
見つかっていません。
針葉樹人工林では大発
生することがありま
す。

定山渓温泉で抜け殻が
見つかり、市内の発生
地が確認できました。
温泉地の地熱と関係が
あるかもしれません。
定山渓の他の場所でも
複数の鳴き声が聞かれ
たため、そこでも発生
している可能性があり
ます。

真駒内公園の周辺での
み鳴き声が確認されま
した。真駒内公園近く
の豊平川の河畔林で発
生しています。

●コエゾゼミ

●アカエゾゼミ

●エゾハルゼミ

●エゾゼミ

●ツクツクボウシ

●ミンミンゼミ

まだ抜け殻が見つかっていないセミ
今回の調査で以下の 3種はいずれも鳴き声だけが確認されました。　
今後の調査で抜け殻が見つかる可能性があります。

●ニイニイゼミ
北海道神宮と北海道大
学で鳴き声を確認。

●ヒグラシ
北海道神宮と円山公園
で鳴き声を確認。

●エゾチッチゼミ
山地の複数地点（主に
崖地）で鳴き声を確認。

ツクツクボウシが発生す
る河畔林（南区・真駒内）

アカエゾゼミ
の抜け殻（南
区・八剣山）
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市民参加型調査「札幌市セミ調査」について
手つかずの森から都市まで、様々な環境が広がる札幌市では、こ
れまでに10種のセミの成虫や鳴き声が記録されています。しかし、
すべての種類が市内で実際に発生しているのか、それぞれがどのよ
うな環境で発生しているのかはよくわかっていませんでした。
そこで、現在のセミの分布状況を調査し、記録として残すため、
市民参加型調査「札幌市セミ調査」を企画し、2008年から2010年に
市民の皆さんに身近な場所で調査を行ってもらいました（第1次分布
調査）。この調査では、その場所で発生した確実な証拠となるセミの
抜け殻を採集し、位置と環境の情報とともに提出していただきまし
た。このリーフレットでは、今回の調査で明らかになった各種のセ
ミの分布と発生環境の特徴について紹介します。
この調査は今後も数年間隔で継続し、環境の変化によってセミの
分布がどのように変化していくのかを見ていく予定です。

札幌市の成り立ちと生物の分布
現在の札幌は北国というイメージが強く、気候帯も亜寒帯に属し
ます。しかし、札幌の位置する北緯43°は地球の中緯度にあたり、地
球の寒冷化や温暖化の影響を受けやすい位置にあります。事実、こ
れまで数千万年の間に北海道は亜熱帯から寒帯まで様々な気候を経
験してきました。さらに現在の札幌市は、火山からなる西部の山地、
支笏火砕流に覆われた南東部の台地、豊平川などの河川によって形
成された扇状地、北東部に広がる低湿地に分けられ、低地帯から亜
高山帯まで様々な環境に恵まれています。そして、江戸時代末期か
らは開拓がはじまり、平地を中心に都市が発展してきました。
このような環境の移り変わりとともに生物の分布も変動し、札幌
周辺には北方系と南方系の生物が混生する多様な生物相が形成され
てきました。現在のセミの分布もこうした過去の環境変動の影響を
受けて成り立っており、これからも環境の変化によって移り変わっ
ていくことでしょう。

札幌市のセミの分布
第1次分布調査では7種のセミの抜け殻が見つかりました。分布のしか
たはそれぞれのセミで異なり、環境とのつながりが見えてきました。
［ 調査参加者数（延べ）：199（個人・団体）、抜け殻の総数：1681 ］
＊調査方法や各年の詳しい調査結果については札幌市博物館活動センターのWebサイトをご覧ください。

セミが発生した場
所（抜け殻が見つ
かった場所）を赤
い点で示していま
す。

分布の特徴などに
ついて解説してい
ます。

主な発生環境をシ
ンボルで示してい
ます。

発生地の標高範囲
を示しています。

図の見方北方系のセミは●、
南方系のセミは●
で示しています。

地点数は 10m四方
の区画単位で数え
ています。
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市民の皆さんに身近な場所で調査を行ってもらいました（第1次分布
調査）。この調査では、その場所で発生した確実な証拠となるセミの
抜け殻を採集し、位置と環境の情報とともに提出していただきまし
た。このリーフレットでは、今回の調査で明らかになった各種のセ
ミの分布と発生環境の特徴について紹介します。
この調査は今後も数年間隔で継続し、環境の変化によってセミの
分布がどのように変化していくのかを見ていく予定です。

札幌市の成り立ちと生物の分布
現在の札幌は北国というイメージが強く、気候帯も亜寒帯に属し
ます。しかし、札幌の位置する北緯43°は地球の中緯度にあたり、地
球の寒冷化や温暖化の影響を受けやすい位置にあります。事実、こ
れまで数千万年の間に北海道は亜熱帯から寒帯まで様々な気候を経
験してきました。さらに現在の札幌市は、火山からなる西部の山地、
支笏火砕流に覆われた南東部の台地、豊平川などの河川によって形
成された扇状地、北東部に広がる低湿地に分けられ、低地帯から亜
高山帯まで様々な環境に恵まれています。そして、江戸時代末期か
らは開拓がはじまり、平地を中心に都市が発展してきました。
このような環境の移り変わりとともに生物の分布も変動し、札幌
周辺には北方系と南方系の生物が混生する多様な生物相が形成され
てきました。現在のセミの分布もこうした過去の環境変動の影響を
受けて成り立っており、これからも環境の変化によって移り変わっ
ていくことでしょう。

札幌市のセミの分布
第1次分布調査では7種のセミの抜け殻が見つかりました。分布のしか

たはそれぞれのセミで異なり、環境とのつながりが見えてきました。
［ 調査参加者数（延べ）：199（個人・団体）、抜け殻の総数：1681 ］
＊調査方法や各年の詳しい調査結果については札幌市博物館活動センターのWebサイトをご覧ください。

セミが発生した場
所（抜け殻が見つ
かった場所）を赤
い点で示していま
す。

分布の特徴などに
ついて解説してい
ます。

主な発生環境をシ
ンボルで示してい
ます。

発生地の標高範囲
を示しています。

図の見方北方系のセミは●、
南方系のセミは●
で示しています。

地点数は 10m四方
の区画単位で数え
ています。




